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通信販売における被服の情報表示に関する実態調査
○久慈　るみ子＊　菊池　　直子＊＊
(＊尚綱女学院短大　＊*岩手県立大盛岡短大部)

目 白勺　＝ カタログや、テレビ、インターネットなどを介する、いわゆる通信販売において被

服を購入する機会が増えてきている。通信販売での被服に関する情報は、いくつかの工夫がみら

れるものの、商品を実際に手にとって確かめられない ところから、消費者は情報の不足した状況

で、購入するか否かの決断をしていると推測される。このことは、購入商品に対する苦情や不満

につながると考えられる。そこで本研究においては、今後さらに進むであろう通信販売という購

入形態を、より望ましい方向に導くために、購入状況の実態調査を通して、検討を行 うことを目

的とした。

ニぢ お陛 ：　アンケート調査は留め置き法で行った。アンケート内容は、購入の有無、購入状況、

購入した商品に対する不満、取り扱い上困った事、購入に際してどのような情報がほしかったか、

今後ほしいと思われる情報など、その理由とともに回答してもらった。

糸吉丿畢k ＝ アンケートの回収率は53% 、うち男性9% 、女性91% で10 代から60 代であった。

通信販売で衣類を購入したことがあるは81% 、通信販売に対するイメージは、良いが57% で便

利・安い・種類が豊富で楽しめる・店頭販売していない商品が買える等の回答がみられた。購入

した商品に不満があったは57  % であった。今後表示してほしい項目については肌着では、夏用

「汗の吸収力・風通しの良さ」、冬用「暖かさの程度・肌触り」などの回答がみられた。また、

各繊維製品の性能の程度を、数字やアルファベットなどで表示してあるならば、被服購入に役に

立つと思うかという質問に対しては、役に立つと思うが91  % であった。通信販売での被服に関

する情報を再考する必要が認められた。

2Ja-5　　　 大学生の既製服購入とサイズ認識の実態について

○千葉桂子＊　中村優美＊＊

（＊福島大、¨ 日本女大）

目的　近年の20代を中心にした若年齢層の体格の向上が顕著であり、その現状に対応す

るために,   1996年に成人男子用,   97年に成人女子用のJIS 衣料サイズが改正された。それ
により市場では、新・旧サイズの衣服が出回ることになった。そのような状況にあり、先

の改正のターゲットでもあった大学生の既製服の選択・購入の実態はどのようであろ う

か。本研究では男女大学生を対象として、身体寸法やサイズに関する認識の実態を捉える

ことを目的とした。

方法　意識調査は質問紙を用いた集合調査法および留め置き調査法により,   1998年7 ～
10月に行った。調査対象者は首都圏在住の女子大学生90名、福島市在住の女子大学生152

名および男子大学生90名であり、回収率は90. 7％であった。主な調査内容は、基本属性、

既製服の購入実態や自分の身体寸法やサイズ表示の認知状態についてであり、都市部と地

方女子間の比較と、地方男子と女子間の比較を行った。また、メーカーの異なる女子用ジ
ャケットのサイズ表示について、表示内容・位置等について調べた。

結果　女子の地域別比較では、服装にかける金額が都市部の方がやや多かった他は、あ

まり大きな差はみられなかった。各自の身体寸法に関して、設定した６項目すべてに回答

できた者は都市部で50% 、地方で約28% と多くはなかった。男女の比較では、女子の方が

服装にかける金額が高く関心も強いといえる。近年のサイズ改正については、男子の約75
％女子の約40% もが「知らなかった」と答えており、認識の低さが明らかになった。また

ジャケットのサイズ表示については、表示そのものがつけられていないものがあった。
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